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ガ
ソ
リ
ン
カ
ー
廃
線
跡 

遺
構
を
訪
ね
る
【第
４
回
】 

仏
生
山
駅⇨

伽
羅
土
ト
ン
ネ
ル
（約
5.1
㎞
） 

 

明
治
末
期
に
宇
高
航
路
が
開
設
さ
れ
て
、
四
国
の
玄
関
高
松
に
人
が
集
ま
る
よ
う
に
な
る
と
、
高
松
と
門
前
町
琴
平
を
短
絡
す
る
鉄
道
建
設
の
機
運
が
高
ま
り
、
県
内
の
有

力
者
大
西
虎
之
介
や
、
景
山
甚
右
衛
門
ら
が
中
心
と
な
っ
て
同
区
間
に
四
国
初
の
本
格
的
高
速
電
車
と
し
て
瓦
町
～
琴
平
間
を
昭
和
二
年
（一
九
二
七
）
全
線
開
通
し
た
。 

 

翌
年
、
琴
平
電
鉄
は
阿
讃
国
境
と
塩
江
温
泉
郷
開
発
の
ア
ク
セ
ス
の
た
め
、
昭
和
三
年
（一
九
二
八
）
八
月
二
十
一
日
に
塩
江
温
泉
鉄
道
（
株
）
を
設
立
し
鉄
道
の
敷
設
を
開
始

し
た
。
着
工
後
昭
和
四
年
（一
九
二
九
）
十
一
月
十
二
日
に
仏
生
山
～
塩
江
間
（
十
六
．
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
を
開
業
し
た
。
社
長
は
琴
平
電
鉄
の
社
長
で
あ
る
大
西
虎
之
介
が
兼

務
し
た
。
こ
の
鉄
道
は
非
電
化
の
鉄
道
で
は
唯
一
広
軌
を
採
用
し
た
内
燃
鉄
道
で
あ
っ
た
。
琴
平
電
鉄
が
広
軌
で
あ
っ
た
た
め
、
琴
平
電
鉄
か
ら
の
貸
車
直
通
を
念
頭
に
お
い
て

で
あ
っ
た
が
直
通
運
転
は
実
現
さ
れ
な
か
っ
た
。
開
業
に
合
わ
せ
て
新
造
さ
れ
た
車
両
五
輌
は
川
崎
車
輌
が
手
が
け
た
初
の
ガ
ソ
リ
ン
カ
ー
で
あ
っ
た
。
以
後
廃
線
ま
で
こ
の
五

輌
の
み
で
営
業
さ
れ
た
。  

 

塩
江
温
泉
で
は
、
琴
平
電
鉄
が
塩
江
温
泉
（
株
）を
設
立
し
、
演
芸
場
付
き
の
温
泉
旅
館
を
経
営
し
た
。
専
属
の
少
女
歌
劇
団
を
養
成
し
て
「
四
国
の
宝
塚
」
と
し
て
売
り
出
し
、

定
期
的
に
催
物
を
企
画
し
て
運
賃
割
引
を
行
う
な
ど
積
極
的
に
営
業
活
動
を
行
な
っ
た
。
し
か
し
当
時
の
経
済
不
況
も
あ
り
経
営
は
苦
し
く
塩
江
温
泉
鉄
道
は
昭
和
十
三
年

（一
九
三
八
）
七
月
六
日
付
け
で
琴
平
電
鉄
に
吸
収
合
併
さ
れ
、
琴
平
電
鉄
塩
江
線
と
な
っ
た
。 

し
か
し
、
琴
平
電
鉄
に
吸
収
さ
れ
た
後
も
営
業
好
転
の
目
途
が
た
た
ず
、
燃
料
で
あ
る
ガ
ソ
リ
ン
の
統
制
が
厳
し
く
な
る
な
ど
営
業
が
ま
す
ま
す
困
難
と
な
り
、
塩
江
線
は

開
業
か
ら
わ
ず
か
十
二
年
後
の
昭
和
十
六
年
（一
九
四
一
）
五
月
十
日
に
廃
止
さ
れ
た
。
廃
止
後
、
レ
ー
ル
等
の
鉄
道
施
設
は
台
湾
製
糖
株
式
会
社
に
売
却
さ
れ
た
。
車
両
は
満

州
に
渡
り
、
新
京
（現
在
の
長
春
）市
電
と
な
っ
た
。  

 

ガ
ソ
リ
ン
カ
ー
は
昭
和
三
年
（一
九
二
八
）
川
崎
車
輌
製
の
半
鋼
製
片
ボ
ギ
ー
式
ガ
ソ
リ
ン
カ
ー
で
、
自
重
六
．
五
ト
ン
、
定
員
四
十
名
、
米
国
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
ス
・
ア
ン
ド
・ジ
ョ
ー

ジ
社
製
三
十
八
馬
力
ガ
ソ
リ
ン
機
関
を
搭
載
、
長
さ
八
メ
ー
ト
ル
強
、
幅
二
．
五
メ
ー
ト
ル
強
、
片
側
二
ド
ア
。
ガ
ソ
リ
ン
カ
ー
と
し
て
は
前
進
・
後
進
の
で
き
る
最
初
の
車
両
で

あ
っ
た
と
い
う
。
総
工
費
は
七
十
五
万
円
。
延
長
十
哩
一
分
（ 

じ
ゅ
う
ま
い
る
い
ち
ぶ
＝16.093443 

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）で
あ
る
。 

鉄
道
賃
金
は
、
区
間
制
度
に
し
て
一
区
五
銭
。
仏
生
山
～
塩
江
間
を
十
区
に
分
け
ら
れ
て
あ
る
が
、
二
区
以
上
は
一
区
四
銭
の
割
合
で
、
仏
生
山
～
塩
江
ま
で
は
四
十
銭
で

あ
っ
た
。 

廃
止
後
七
十
九
年
と
な
る
現
在
で
も
、
各
地
に
遺
構
が
残
っ
て
い
る
。
仏
生
山
駅
か
ら
香
川
町
浅
野
に
か
け
て
は
市
道
と
な
っ
て
お
り
当
時
の
面
影
は
な
い
が
、
ガ
ソ
リ
ン
カ
ー

で
あ
っ
た
た
め
路
線
が
「ガ
ソ
リ
ン
道
」と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
。
香
川
町
浅
野
か
ら
塩
江
町
安
原
下
ま
で
は
、
香
東
川
自
転
車
道
と
な
っ
て
お
り
、
多
く
の
ト
ン
ネ
ル
や
橋
脚
な

ど
の
遺
構
が
残
っ
て
い
る
。  



 
路
線
営
業
距
離
は
十
六
．
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。
駅
数
は
、
仏
生
山
・
船
岡
・
浅
野
・
伽
羅
土
・
川
東
・
岩
崎
・
鮎
滝
・
関
・
安
原
・
中
村
・
岩
部
・
塩
江
の
十
二
駅
で
あ
っ
た 

。
開
業
直

後
の
昭
和
五
（
一
九
三
〇
）
年
の
時
刻
表
は
、
仏
生
山
発
午
前
五
：
十
四
～
午
後
九
：
五
十
四
、
塩
江
発
午
前
六
：
〇
四
～
午
後
一
〇
：
四
十
四
で
、
一
日
二
十
一
往
復
、
五
十
分

ご
と
に
運
転
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
後
二
十
五
分
ご
と
に
し
、
こ
と
で
ん
全
電
車
に
接
続
も
さ
れ
た
が
あ
ま
り
サ
ー
ビ
ス
の
効
果
も
な
く
、
合
併
後
再
び
五
十
分
ご
と
に
変
更
さ

れ
た
。
昭
和
五
年
度
が
最
高
の
輸
送
実
績
で
そ
の
後
は
年
々
低
下
し
て
い
っ
た
。 

昭
和
五
年
当
時
の
全
線
所
要
時
間
四
十
二
分
、
運
賃
四
十
銭
、
ガ
ソ
リ
ン
カ
ー
で
ほ
と
ん
ど
一

輌
で
の
運
転
で
あ
っ
た
。 

   
 

 
 

 
 
 

        
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

 
 

 
 

 

  

鉄
道
建
設
に
伴
っ
て
沿
線
開
発
と
旅
客
誘
致
の
た
め
、
昭
和
三
年
十
一
月
二
十
六
日
に
塩
江
温
泉
（株
）
が
設
立
さ
れ
、
旅
館
「花
屋
」
直
営
の
「温
泉
館
」が
花
屋
の
東
隣
に
開

業
し
た
。
塩
江
温
泉
鉄
道
の
開
通
と
同
じ
日
に
開
業
し
た
。 

こ
の
建
物
は
二
階
建
て
で
、
一
階
に
浴
室
・休
憩
室
・
売
店
・
遊
戯
場
・
理
髪
室
な
ど
が
あ
り
、
二
階
に
は
演
芸
場
が
造
ら
れ
、
専
属
の
少
女
歌
劇
が
年
中
無
休
で
数
年
間
開
演

さ
れ
た
。
「四
国
の
宝
塚
」
と
し
て
人
気
を
集
め
て
い
た
。 

そ
の
後
、
昭
和
十
五
年
少
女
歌
劇
は
消
え
、
昭
和
十
八
年
花
屋
は
幕
を
閉
じ
た
。
同
年
八
月
二
日
、
県
の
管
轄
と
な
っ
た
花
屋
は
「
健
民
修
練
所
」
と
し
て
体
質
の
弱
い
青
年
を

集
め
修
練
が
行
わ
れ
て
い
た
。
昭
和
二
十
一
年
花
屋
旅
館
を
復
活
し
塩
江
温
泉
の
伝
統
を
活
か
し
て
観
光
に
よ
る
塩
江
の
発
展
を
図
り
観
光
客
は
次
第
に
多
く
な
っ
た
。
そ
の

後
温
泉
館
は
、
昭
和
二
十
五
年
頃
取
り
壊
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
昭
和
四
十
九
年
、
花
屋
は
休
業
中
の
失
火
に
よ
っ
て
焼
失
し
、
一
世
を
風
靡
し
た
旅
館 

「
花
屋
」 

は
幕
を
閉
じ

た
。 

 

塩江温泉鉄道の乗組員とガソリンカー 

 

昭和 5 年 塩江駅での運転手・車掌と

ガソリンカー 

通学の学生たち 

第四香東川橋梁 鉄橋を走るガソリンカー 



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

          

ガ
ソ
リ
ン
カ
ー
は
、
通
称
「
ガ
ソ
リ
ン
」と
呼
ば
れ
、
ま
た
マ
ッ
チ
箱
と
も
い
わ
れ
、
ガ
ッ
タ
タ
ン
ガ
ッ
タ
タ
ン
と
豪
快
な
音
を
響
か
せ
て
走
っ
て
い
た
と
い
う
。
一
車
輌
の
定
員
は

四
十
人
乗
り
だ
が
、
菊
人
形
な
ど
が
行
わ
れ
る
観
光
シ
ー
ズ
ン
に
は
一
〇
〇
人
近
く
乗
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
学
生
定
期
は
五
割
引
き
で
い
ず
れ
も
六
ヶ
月
定
期
と
し
て
発
行
し
て

い
た
。
主
に
、
朝
は
高
中
（
現
高
松
高
校
）や
高
商
、
香
川
高
校
（現
高
松
南
高
校
）に
通
う
学
生
た
ち
で
満
席
だ
っ
た
。
一
車
線
の
た
め
、
上
り
と
下

り
の
交
替
す
る
場
所
が
必
要
で
あ
り
、
鮎
滝
で
行
っ
て
い
た
。
四
輌
を
使
用
す
る
と
き
に
は
、
運
行
回
数
が
多
い
の
で
浅
野
や
中
村
で
も
交
替
を
し

て
い
た
。 

普
通
四
人
が
運
転
業
務
に
あ
た
っ
て
い
て
、
三
往
復
運
転
す
れ
ば
一
往
復
分
休
憩
す
る
と
い
う
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
運
転
台
は
車
輌
の

前
後
に
あ
っ
た
。
エ
ン
ジ
ン
の
調
子
が
悪
く
、
日
に
よ
っ
て
は
二
～
三
回
発
車
の
時
に
エ
ン
ジ
ン
が
か
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
ん
な
と
き

に
は
、
お
客
に
頼
ん
で
数
人
で
押
し
て
も
ら
っ
た
り
し
た
。
ま
た
上
り
坂
の
時
に
は
い
っ
た
ん
下
り
坂
の
方
へ
押
し
て
エ
ン
ジ
ン
を
か
け
、
再
び
上
り

坂
の
方
へ
進
行
し
た
り
も
し
た
。
ワ
イ
パ
ー
も
手
動
で
、
雨
の
日
に
は
片
手
で
操
縦
し
な
が
ら
同
時
に
ワ
イ
パ
ー
も
動
か
し
て
い
た
。 

レ
ー
ル
等
の
鉄
道
施
設
は
台
湾
製
糖
株
式
会
社
に
売
却
さ
れ
た
。
車
輌
の
ガ
ソ
リ
ン
カ
ー
は
満
州
に
渡
り
、
一
部
改
造
さ
れ
新
京
（現
在
の
長

春
）の
市
電
と
し
て
使
用
さ
れ
た
。 

        

料理旅館 花屋 

花屋専属の少女歌劇と少女ジャズバ

ンド 

 

昭和 10 年頃 塩江駅とハイヤー（フォ

ード型） 

ハイヤー料金は、塩江地区内～三十

銭均一。「虹の滝」往復は、待ち時間

込み二円であった。 

写真中央の建物が「塩江駅」 

新京を走る市街電車（昭和十

八年一月） 

塩江温泉鉄道のガソリンカ

ーは左端の四十一号車。その

右は、もと大阪市電。 

三両目以降右端までは大

連から譲り受けた電車。 

 

鉄道ファン 昭和六十一年

（1986）七月号より 

 



◆
参
考
資
料
① 

 
昭
和
五
年
七
月
一
日
～
十
二
月
三
十
一
日 

半
期
営
業
報
告
書 

運
輸
成
績
表 

 
 

 

営
業
日
数 

一
八
四
日 

走
行
距
離 

一
〇
四
四
三
五
里
八
分
（ 

約
四
一
七
七
四
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
） 

 
 

 

乗
客
人
員 
一
五
八
八
七
六
人 

 

一
ヶ
月
～
約
二
六
四
七
九
人 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一
日
平
均
～
八
六
四
人 

◆
参
考
資
料
② 

 

昭
和
十
一
年
当
時
は
、
米
一
俵
が
十
一
円
八
十
銭
。
う
ど
ん
一
杯
・油
揚
げ
五
枚
が
五
銭
。 

ほ
か
に
三
越
の
「う
な
重
」
は
五
十
銭
し
て
い
た
と
い
う
。 

 

☆
ガ
ソ
リ
ン
カ
ー
復
元
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て 

平
成
三
十
年
度
に
塩
江
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
と
若
い
人
た
ち
が
中
心
と
な
っ
て
、
興
味
あ
る
人
は
誰
で
も
参
加
で
き
る
と
い
う
「ガ
ソ
リ
ン
カ
ー
復
元
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が

ス
タ
ー
ト
し
た
。 

当
初
香
川
高
等
専
門
学
校
の
学
生
有
志
五
人
が
参
加
し
、
ガ
ソ
リ
ン
カ
ー
の
模
型
を
作
成
す
る
「
模
型
班
」
と
、
廃
線
跡
の
遺
構
を
散
策
す
る
た
め
の
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
す

る
「マ
ッ
プ
班
」に
分
か
れ
て
行
動
を
開
始
し
た
。 

模
型
班
は
平
成
三
十
年
度
中
に
「ガ
ソ
リ
ン
カ
ー
の
模
型
の
作
成
」
を
す
る
目
標
だ
っ
た
が
、
ガ
ソ
リ
ン
カ
ー
の
図
面
が
な
い
。
廃
線
後
七
十
七
年
も
経
た
現
在
ま
で
図
面
の
存

在
は
知
っ
て
い
る
者
が
い
な
か
っ
た
。
調
査
の
結
果
、
埼
玉
県
の
鉄
道
博
物
館
に
設
計
図
ら
し
き
も
の
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
早
速
、
高
専
生
が
現
地
に
飛
び
写
真
撮

影
を
し
、
当
時
の
ガ
ソ
リ
ン
カ
ー
製
造
元
で
あ
る
川
崎
重
工
に
問
い
合
わ
せ
、
正
式
な
発
見
と
な
る
。 

 

ま
ず
は
、
香
川
大
学
の
先
生
方
に
協
力
を
依
頼
し
3D
モ
デ
ル
を
完
成
さ
せ
た
。
さ
ら
に
、
当
時
の
図
面
を
元
に
香
川
大
学
創
造
工
学
部
の
学
生
た
ち
に
よ
っ
て
新
た
に
復
元

図
面
が
作
成
さ
れ
た
。
ま
た
、
マ
ッ
プ
班
は
日
本
語
版
と
英
語
版
の
二
種
類
の
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
無
料
配
布
し
て
い
る
。 

そ
し
て
、
令
和
元
年
度
に
は
、
木
製
の
骨
組
み
で
原
寸
大
ア
ー
ト
作
品
を
完
成
さ
せ
八
月
に
塩
江
美
術
館
の
企
画
展
で
展
示
さ
れ
た
。
ガ
ソ
リ
ン
カ
ー
の
窓
に
は
塩
江
中
学
生

が
塩
江
町
の
風
景
を
描
い
た
「ち
ぎ
り
絵
」の
作
品
を
描
い
た
。 

二
〇
二
一
年
度
に
は
塩
江
温
泉
鉄
道
の
「1/80

サ
イ
ズ
の
ジ
オ
ラ
マ
」を
完
成
さ
せ
た
。
ガ
ソ
リ
ン
カ
ー
実
物
大
の
車
内
部
分
の
一
部
を
製
作
し
、
つ
り
革
も
取
り
付
け
た
。  

今
後
は
実
物
大
車
両
模
型
の
恒
常
展
示
で
き
る
設
置
場
所
を
探
し
公
開
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。 

 

 



 
 

 
 

 

                            

塩江温泉鉄道路線図＆廃線跡の遺構  仏生山駅から伽羅土トンネルまで  約 5.1㎞ 

 

 

 

 

昭和初期仏生山駅 

 

 



                             

■伽羅土トンネル 

この伽羅土トンネルは、当初は全コンクリート構造のトンネルとして計画され、両端から掘削を開始

したが、建設中に山崩れが想定され途中からアーチ部を煉瓦積みに設計変更。のちに心配なくなった

として 最後に残った中央部のアーチ部は再度コンクリート巻に変更して竣工したものである。 

そのため、北側坑口側壁はコンクリート造であるが、アーチ部は煉瓦の小口が二個連続する変形フ

ランドル積みになっており、中央部のアーチ部はコンクリート巻き、そして南坑口のアーチ部は再び煉

瓦巻きで、今度はイギリス積みになっており、短いトンネルで二通りのレンガ積みが見られる非常にめ

ずらしいトンネルである。長さは約 60.6 メートル。 

中央あたりに退避所がひとつある。側壁は全てコンクリート造。北側坑口から約３分の１のアーチ部

はフランドル積み。本来のフランドル積みではなく、煉瓦の長手－小口－小口－長手・・・ と、その連

続の積み方になっている。中央部は側壁・アーチ部共にコンクリート造。そして南側の坑口から約３分

の１のアーチ部は、また煉瓦巻きで今度はイギリス積みになっている。 

 

＜フランドル積み＞ 

煉瓦の長手と小口を交互に積む方式。壁の表面には華麗な柄が現れ、最も 

煉瓦らしく美しいといわれています。 

フランドル地方（オランダ南部・ベルギー西部・フランス北部にかけての地域） 

で完成した積み方である。 

＜イギリス積み＞ 

  煉瓦を長手だけの段、小口だけの段と一段おきに積む方式。 

  フランドル積みに比べるとイギリス積みは丈夫（強度が高い）で、経済的（使 

  う煉瓦が少なくて済む）といわれ土木構造物や鉄道関連の施設でよく見ら  

  れる。 

 

 

 

 

伽羅土トンネル 



                             

 

 

北側坑口部                          抗口アーチ部 フランドル巻きの様子がわかる 

   

 

側壁とアーチ部 境目もよくわかる           南側の坑口アーチ部 イギリス積みの様子がわかる 

   

 

■旧版の地形図には「加羅土」の文字が当てられている場合もあるが、開業当初の昭和 4年 11月 12

日の香川新報では、停留所は「唐土」という文字。トンネルは「伽羅土」という文字で書かれている。 

 伽羅土トンネルの長さは 同新聞では二百尺となっている。メートル法で換算すると、約 60.6 メートルと

いうことになる。 

◆「ガソリン道」の誕生 

塩江温泉鉄道は、昭和 12 年（1937）日中戦争が始まり、次第に、停留所に日の丸の旗を持った人

に励まされ出征していく兵隊さんを乗せて走る日が多くなってきた。昭和 13 年にはガソリンが統制に

なった。そして昭和 16 年 5 月 10 日廃止され、同月 14 日には、ガソリンカーはもちろんレールからボ

ルトに至るまでの一切の物件を台湾製糖株式会社へ 42 万円で売却する契約が結ばれ、同年 10 月

20日には軌道物件の撤去が全て完了した。 

浅野村では、鉄道線路の跡地の払い下げを受け農道として使用。この当時から土地の人々は、線

路道とかガソリン道と呼んで親しまれた。戦中から戦後にかけて高松の中等学校や高等女学校へ通

う学生は、四キロ余りの道を、線路を取り除いたあとの石ころだらけで下駄では大変歩きにくかったが

せっせと歩いた。昭和 30年に大野・浅野・川東村の合併で香川町が誕生し町道となった。 

昭和 43 年から舗装工事が始まり、昭和 50 年に琴電仏生山駅から伽羅土トンネルまで全線開通し

た。そして、平成２年ころ町道に愛称をつけようと募集し、平成３年広報誌＜かがわ＞四月号で発表さ

れ 「ガソリン道」の愛称で呼ばれるようになった。 

 



                             

塩江温泉鉄道 路線図 



◆
近
隣
の
見
ど
こ
ろ
◆ 

☆
法
然
寺 

法
然
寺
は
、
高
松
市
に
あ
る
浄
土
宗
の
寺
院
。
山
号
は
仏
生
山
。
本
尊
は
法
然
作
と
伝
わ
る
阿
弥
陀
如
来
立
像
。
高
松
藩
祖
松
平
賴
重
は
水
戸
徳
川
頼
房
の
長
子
で
、
二
代

光
圀
の
兄
に
当
た
り
、
徳
川
一
門
が
崇
敬
す
る
浄
土
宗
に
帰
依
、
建
永
の
法
難
で
讃
岐
に
流
さ
れ
た
法
然
上
人
が
住
し
た
と
い
う
生
福
寺
（
ま
ん
の
う
町
）を
城
下
約
八
．
五
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
南
の
地
に
復
興
し
、
菩
提
寺
と
し
た
。
寛
文
八
年
（
一
六
六
八
）
起
工
、
同
十
年
正
月
二
十
五
日
に
三
十
三
門
二
十
四
宇
の
堂
塔
が
完
成
、
江
戸
小
石
川
伝
通
院
前

住
職
真
誉
相
閑
を
中
興
と
し
、
仏
生
山
来
迎
院
法
然
寺
と
号
し
た
。
須
弥
山
を
模
し
た
山
上
に
位
置
す
る
般
若
台
に
は
、
法
然
上
人
を
中
心
に
、
賴
重
の
父
頼
房
を
は
じ
め
、

賴
重
以
来
の
高
松
松
平
家
一
族
の
墓
石
二
〇
二
基
（
現
在
は
十
一
代
賴
聰
の
墓
所
の
移
転
に
よ
り
二
二
二
基
）
が
存
在
す
る
。
十
王
堂
か
ら
参
道
を
経
て
、
黒
門
か
ら
仁
王
門

へ
、
そ
し
て
階
段
を
上
り
、
二
尊
堂
、
来
迎
堂
へ
と
続
く
境
内
諸
堂
の
配
置
は
、
地
獄
か
ら
極
楽
へ
到
る
「
二
河
白
道
」
を
見
立
て
、
来
迎
堂
内
正
面
の
黄
金
の
阿
弥
陀
二
十
五
菩

薩
立
体
来
迎
像
は
阿
弥
陀
如
来
の
お
迎
え
を
表
し
、
極
楽
浄
土
の
位
置
に
は
般
若
台
が
拝
さ
れ
る
。 

本
堂(

明
治
四
十
年(

一
九
〇
七
）
に
再
建
） 

・
三
仏
堂(

別
名
：
涅
槃
堂
）・
二
尊
堂
・
来
迎
堂
・
十
王
堂
な
ど
現
在
も
当
時
の
建
物
が
多
く
残
っ
て
い
た
が
、
平
成
二
十
六
年(

二

〇
一
四
）一
月
十
三
日
に
二
尊
堂
が
全
焼
で
初
の
火
災
と
な
っ
た
。 

御
詠
歌
：お
ほ
つ
か
な 

た
れ
か
い
い
け
ん 

小
松
と
は 

雲
を
さ
さ
ふ
る 

高
松
の
枝 

☆
松
平
家
墓
所 

 

高
松
藩
主
松
平
家
墓
所
は
、
江
戸
時
代
、
初
代
松
平
賴
重
以
下
、
幕
末
に
至
る
ま
で
の
歴
代
藩
主
を
葬
っ
た
大
名
家
墓
所
で
、
仏
生
山
町
の
法
然
寺
と
、
さ
ぬ
き
市
造
田
の
霊

芝
寺
の
二
か
所
か
ら
な
る
。 

 

法
然
寺
の
墓
所
は
、
初
代
賴
重
を
は
じ
め
と
し
て
三
代
賴
豊
か
ら
八
代
賴
儀
ま
で
の
七
人
の
藩
主
、
正
室
、
一
族
か
ら
な
る
二
〇
二
基
の
墓
が
一
体
的
に
営
ま
れ
た
も
の
で
、

全
国
で
も
有
数
の
規
模
を
誇
っ
て
い
る
。
そ
の
様
相
は
、
初
代
藩
主
賴
重
を
頂
点
と
す
る
生
前
の
身
分
に
応
じ
て
埋
葬
位
置
や
墓
の
規
模
が
明
確
に
区
分
さ
れ
る
な
ど
、
階
層
関

係
の
表
現
が
顕
著
に
認
め
ら
れ
る
。 

 

な
お
、
墓
所
は
、
法
然
寺
の
柵
門
か
ら
入
り
南
北
両
側
の
前
池
と
蓮
池
跡
と
の
間
を
西
へ
向
か
っ
て
一
直
線
に
延
び
た
参
道
の
奥
の
般
若
台
と
呼
ば
れ
る
丘
の
上
に
設
け
ら
れ

て
お
り
、
こ
れ
ら
の
境
内
の
空
間
構
成
は
、
初
代
賴
重
が
帰
依
し
た
浄
土
信
仰
に
お
け
る
火
や
水
の
河
に
挟
ま
れ
た
白
道
を
通
り
極
楽
浄
土
へ
至
る
と
い
う
「
二
河
白
道
」
の
教

え
を
具
現
化
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

※
二
代
賴
常
及
び
九
代
賴
恕
の
墓
所
は
、
さ
ぬ
き
市
造
田
の
霊
芝
寺
に
あ
る
。 

※
十
代
賴
胤
の
墓
所
は
、
東
京
都
の
伝
通
院
に
あ
る
。 

※
十
一
代
賴
聰
の
墓
所
は
、
当
初
東
京
の
谷
中
に
設
け
ら
れ
た
が
、
現
在
は
当
墓
所
に
移
さ
れ
て
い
る
。 

   


